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は
じ
め
に

　　

一
九
二
八
年
六
月
四
日
に
発
生
し
た
張
作
霖
爆
殺
事
件
は
、
そ
の
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
展
開
に
よ
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
注
目
さ
れ
る

こ
と
の
多
い
歴
史
事
件
と
言
え
る
。
近
年
も
そ
の
犯
行
主
体
を
め
ぐ
っ
て
定
説
と
考
え
ら
れ
る
関
東
軍
実
行
説
に
対
し
て
異
説
が
提
起
さ
れ

る
な
ど
、
関
連
し
た
文
章
や
書
籍
が
複
数
発
表
さ
れ
て
い
る
が＊

＊

、
事
件
発
生
直
後
の
現
場
の
状
況
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
専
ら
日
本
側
に

よ
る
調
査
報
告
に
依
拠
し
て
特
定
が
な
さ
れ
て
き
た
。
事
件
当
日
の
六
月
四
日
と
翌
五
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
内
田
五
郎
領
事
ら
奉
天
総

領
事
館
の
人
員
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
現
場
で
の
調
査
は
、
六
月
二
十
一
日
に
林
久
治
郎
総
領
事
を
へ
て
外
務
省
に
報
告
さ
れ
、
現
在
は
刊
行

文
献
に
収
録
さ
れ
て
広
く
参
照
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る＊

＊

。
近
年
の
い
わ
ゆ
る
異
説
を
と
な
え
る
研
究
も
、
基
本
的
に
は
こ
の
報
告

書
に
依
拠
し
て
現
場
状
況
の
解
明
を
進
め
て
お
り＊

＊

、
部
分
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
の
新
出
史
料
に
着
目
し
た
分
析
も
見
ら
れ
る
も
の
の＊

＊

、

現
在
に
至
る
ま
で
史
料
状
況
に
大
き
な
変
化
は
な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う＊

＊

。

　

本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
研
究
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
中
国
側
当
事
者
に
よ
る
同
事
件
の
現
場
調
査
報
告
書
の
存
在
に
つ
い
て
紹

奉
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史
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介
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
述
の
事
件
直
後
に
実
施
さ
れ
た
現
場
で
の
調
査
は
、
日
中
の
合
同
で
お
こ
な
わ
れ
、
中
国
側
か
ら
は
い
わ
ゆ
る
奉

天
軍
閥
当
局
に
属
す
る
奉
天
交
渉
署＊

＊

の
関
第
一
科
長
と
安
第
三
科
長
が
立
ち
会
っ
た
こ
と
が
、
上
記
の
日
本
側
報
告
書
に
も
記
述
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
後
、
両
者
の
連
名
に
よ
る
共
同
報
告
書
の
と
り
ま
と
め
は
中
国
側
の
難
色
に
よ
り
断
念
さ
れ
、
日
本
側
の
単
独
で
報
告
書
が
提
出

さ
れ
た
の
だ
が
、
実
は
中
国
側
も
独
自
に
報
告
書
を
と
り
ま
と
め
、
当
局
内
部
で
の
提
出
に
至
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
管
見

の
限
り
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
先
に
登
場
し
た
奉
天
交
渉
署
の
二
人
の
科
長
、
す
な
わ
ち
第
一
科
の
関
庚
沢
科
長
と
、

第
三
科
の
安
祥
科
長
と
で
作
成
さ
れ
た
報
告
書
が
、
六
月
六
日
に
同
署
署
長
を
務
め
る
高
清
和
に
提
出
さ
れ
、
同
日
中
に
は
張
作
霖
の
代
理

で
奉
天
省
長
を
代
行
し
て
い
た
劉
尚
清
や
奉
天
督
辦
公
署
参
謀
長
の
臧
式
毅
と
い
っ
た
奉
天
軍
閥
の
主
要
当
事
者
も
閲
覧
す
る
に
至
っ
て
い

る＊
＊

。
た
だ
公
表
さ
れ
る
に
は
至
ら
ず
、
そ
の
後
な
が
ら
く
公
文
書
中
に
秘
蔵
さ
れ
て
き
た
の
だ
が
、
一
九
九
〇
年
に
瀋
陽
の
遼
寧
省
檔
案
館

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
奉
天
軍
閥
関
係
の
史
料
を
収
録
し
た
『
奉
系
軍
閥
檔
案
史
料
彙
編
』
が
刊
行
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
同
報
告
書
も
は
じ
め

て
そ
の
存
在
が
世
に
出
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

筆
者
は
、
二
〇
〇
六
年
に
学
習
研
究
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
満
洲
帝
国
―
北
辺
に
消
え
た
“
王
道
楽
土
”
の
全
貌
―
』
に
張
作
霖
爆
殺
事

件
の
現
場
再
現
イ
ラ
ス
ト
を
掲
載
す
る
に
あ
た
っ
て
考
証
の
協
力
を
求
め
ら
れ
、
同
事
件
に
関
す
る
史
料
を
調
査
し
た
過
程
で
、
こ
の
報
告

書
の
存
在
を
知
る
に
至
っ
た
。
そ
の
成
果
は
同
書
の
内
容
に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
た
が＊

＊

、
一
般
向
け
の
読
み
物
と
い
う
性
格
上
、
具
体
的

な
史
料
名
な
ど
を
挙
げ
て
紹
介
す
る
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
研
究
の
上
で
紹
介
す
る
機
会
は
こ
れ
ま
で
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
中
国
近
現
代
の

交
通
史
に
関
す
る
研
究
者
で
は
あ
る
も
の
の
、
も
っ
ぱ
ら
清
末
時
期
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
筆
者
に
と
っ
て
は
、
大
き
く
時
代
が
下
る

同
事
件
は
自
ら
の
研
究
テ
ー
マ
の
枠
外
と
し
て
位
置
付
け
て
き
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
た
だ
、
同
事
件
に
関
し
て
依
然
と
し
て
種
々
の
言
説
が

と
な
え
ら
れ
、
社
会
的
に
は
一
定
の
反
響
を
呼
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
る
現
状
に
鑑
み
る
と
、
確
か
な
史
実
解
明
の
手
が
か
り
と
な
る
史
料
の
存
在

を
世
に
知
ら
し
め
る
こ
と
は
、
歴
史
学
研
究
が
果
た
し
う
る
役
割
の
一
つ
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
よ
り
、本
稿
で
は
同
報
告
書
を
ま
ず
原
文
で
掲
載
し
、そ
の
上
で
広
く
そ
の
内
容
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

あ
わ
せ
て
そ
の
訳
文
を
掲
載
す
る
。
以
下
、
簡
単
に
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
が
、
全
体
は
以
下
の
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。

巻
頭
言

一
、
事
前
の
警
備
状
況

二
、
車
両
の
爆
破
状
況

三
、
橋
梁
の
爆
破
状
況

四
、
爆
弾
装
着
の
場
所

五
、
犯
人
の
調
査

結
語

付
録
　
写
真
対
照
表

　

こ
れ
ら
の
内
容
は
、
日
本
側
報
告
書
と
比
較
す
る
と
、
一
定
の
異
同
が
存
在
す
る
。
大
方
で
は
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
も
の
の
、
日
本

側
報
告
書
に
は
な
い
具
体
的
な
記
述
や
、
異
な
る
内
容
の
箇
所
も
見
ら
れ
る
。
特
に
事
件
の
背
景
を
考
察
す
る
上
で
論
点
と
な
る
事
前
の
警

備
を
め
ぐ
る
日
中
間
で
の
折
衝
の
経
緯
や
、
現
場
の
満
鉄
鉄
橋
の
破
壊
状
況
に
関
し
て
そ
う
し
た
箇
所
が
多
く
、
最
も
論
点
と
な
る
爆
弾
の

装
着
箇
所
に
関
し
て
は
、
日
本
側
が
列
車
内
の
上
部
か
、
あ
る
い
は
鉄
橋
の
橋
桁
と
橋
脚
と
の
接
点
の
二
説
を
併
示
す
る
の
に
対
し
て
、
同

報
告
書
は
橋
脚
の
上
部
で
あ
る
と
一
箇
所
に
し
ぼ
っ
て
断
定
し
て
い
る
。
日
本
側
に
よ
り
示
さ
れ
た
現
場
で
殺
害
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
便
衣

隊
」
の
死
体
と
遺
留
品
に
つ
い
て
も
、
不
審
と
思
わ
れ
る
点
に
複
数
言
及
し
て
お
り
、
日
本
側
の
犯
行
と
明
言
し
た
箇
所
は
な
い
も
の
の
、
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全
体
と
し
て
日
本
側
の
挙
動
に
不
信
感
を
い
だ
か
ざ
る
を
得
な
い
内
容
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
報
告
書
に
は
、
事
件
直
後
の
現
場
を
撮
影

し
た
写
真
十
枚
が
本
来
添
付
さ
れ
て
い
た
。
残
念
な
が
ら
史
料
集
に
は
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
存
す
る
の
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
が
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
末
尾
に
掲
載
さ
れ
た
「
写
真
対
照
表
」
か
ら
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
日
本
側
報
告
書
に
も
十
三
枚
の

写
真
が
添
付
さ
れ
、
や
は
り
同
様
に
現
存
し
て
い
な
い
が
、
報
告
書
の
中
で
の
写
真
の
説
明
か
ら
中
国
側
報
告
書
の
写
真
と
は
別
の
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

凡
例・�

本
史
料
の
原
件
は
、
遼
寧
省
檔
案
館
編
『
奉
系
軍
閥
檔
案
史
料
彙
編
』（
南
京
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
の
第
七
冊

二
一
二~

二
一
五
頁
に
影
印
収
録
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
基
づ
き
以
下
に
原
文
と
訳
文
を
掲
載
し
た
。

・
原
文
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
手
で
句
読
点
お
よ
び
引
用
部
分
の
括
弧
書
き
を
施
し
た
。

・
漢
字
の
字
体
は
、
な
る
べ
く
原
文
に
従
っ
て
表
示
し
た
が
、
表
示
困
難
な
字
体
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
な
字
体
に
あ
ら
た
め
た
。

・
蘇
州
碼
子
を
用
い
て
表
記
さ
れ
た
数
字
は
、
漢
数
字
に
あ
ら
た
め
た
。

・
訂
正
が
な
さ
れ
た
箇
所
は
、
丸
数
字
で
註
記
し
て
本
文
に
は
訂
正
後
の
内
容
を
掲
載
し
、
訂
正
前
の
内
容
を
註
文
に
掲
載
し
た
。

・�

末
尾
の
「
冩
真
對
照
表
」
に
は
、
用
紙
の
上
側
余
白
に
書
き
込
ま
れ
た
被
災
車
両
の
配
置
図
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
省
略

し
た
。

・
訳
文
に
つ
い
て
は
、
筆
者
に
よ
り
補
っ
た
部
分
を
〔　

〕
で
示
し
た
。

・�

註
釈
を
施
し
た
箇
所
は
、
丸
数
字
で
註
記
し
た
。
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【
原
文
】

奉
天
交
涉
署
科
長
關
庚
澤
・
安
祥
對
張
作
霖
被
炸
地
點
老
道
口
勘
驗
情
形
給
交
涉
署
長
的
報
告
（
一
九
二
八
年
六
月
六
日
）

　

為
報
告
事
。
窃
査
、
本
月
四
日
午
前
八
時
、
科
長
等
奉
署
長
面
諭
「
前
往
老
道
口
、
勘
驗
爆
彈
炸
裂
肇
事
情
形
」
等
因
。
遵
即
會
同
憲
兵

司
令
部
所
長
金
慕
韓
・
地
方
檢
察
廳
檢
察
官
陳
國
翰
・
省
會
警
察
廳
科
員
呂
名
實
・
商
埠
警
察
局
科
員
于
文
治
、
並
由
地
方
檢
察
廳
派
檢
驗

吏
二
名
、
馳
往
老
道
口
、
即
京
奉
・
南
滿
兩
鉄
路
交
叉
地
點
、
詳
細
査
勘
。
適
駐
奉
日
捴
領
事
、
亦
派
内
田
領
事
・
八
代
副
領
事
・
折
笠
主

事
等
到
場
。
嗣
又
遇
見
秦
少
将
、
及
三
谷
憲
兵
隊
長
・
三
嶋
守

隊
長
、
並
京
奉
鉄
路
山
領
技
士
等
。
謹
将
査
勘
情
形
、
分
別
縷
陳
於
左
。

一
、
事
前
警

状
況

　

生
事
地
點
、
俗
称
老
道
口
、
係
京
奉
・
南
滿
兩
綫
交
叉
地
點
。
南
滿
路
在
陸
橋
上
、
京
奉
路
在
陸
橋
下
。
橋
有
三
洞
、
北
兩
洞
係
鉄
路
、

南
一
洞
係
通
皇
姑
屯
之
大
道
。
爆
彈
炸
裂
之
處
、
係
在
最
北
首
之
一
洞
。
該
處
警

、
據
憲
兵
司
令
部
各
高
級
職
員
面
称
、
事
前
曽
由
通
達

日
語
之
金
所
長
慕
韓
與
日
方
憲
兵
分
隊
三
谷
隊
長
商
議
、
陸
橋
上
面
、
由
中
日
雙
方
憲
兵
共
同
警
戒
、
橋
下
一
帶
、
則
由
中
國
憲
兵
及
稽
察

警
察
等
①

警
戒
。
三
谷
隊
長
、
始
而
面
允
、
繼
而
聲
称
「
滿
鉄
路
橋
上
面
、
如
派
中
國
憲
兵
加
入
警
戒
、
有
碍
日
方
顔
面
。
該
處
向
歸
日
本

守

隊
巡
護
、
不
妨
仍
由
該
隊
担
任
警

。
日
方
願
負
完
全
責
任
、
并
為
中
日
双
方
聯
絡
免
生
誤
會
起
見
、
派
日
本
下
士
一
名
・
憲
兵
二
名

前
往
、隨
時
接
洽
」
等
語
。
當
日
金
所
長
慕
韓
赴
日
方
憲
兵
分
隊
、要
求
該
隊
所
派
之
下
士
及
憲
兵
等
同
往
。
既
而
②

同
乗
汽
車
、行
将
出
發
、

而
該
隊
長
復
将
所
派
之
下
士
喚
回
、
以
奉
關
東
軍
司
令
部
命
令
、
橋
上
完
全
歸
日
方
警

、
不
准
我
國
憲
兵
上
橋
檢
視
、
只
③

由
該
隊
派
下

士
等
三
名
、
前
往
聯
絡
而
已
。
於
是
、
金
所
長
等
始
單
独
前
往
該
處
、
並
称
橋
洞
前
後
、
共
計
派
有
騎
馬
憲
兵
三
十
名
・
隊
長
一
員
、
又
由

齊
司
令
率
領
來
往
壓
道
一
次
外
、有
稽
察
官
數
名
、及
警
察
等
。
並
因
金
所
長
通
達
日
語
、故
亦
派
往
該
處
。
此
事
前
警

之
大
概
情
形
也
。

二
、
車
輛
被
炸
情
形
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大
元
帥
乗
坐
之
列
車
、共
計
二
十
輛
。
被
炸
毀
之
車
、由
機
關
車
起
算
、係
第
九
輛
至
④

十
二
輛
、共
計
四
輛
。
第
九
輛
為
津
浦
東
海
三
號
。

第
十
輛
為
八
十
號
大
包
車
。
第
十
一
輛
係
二
一
六
號
飯
車
。
第
十
二
輛
係
二
一
四
号
⑤

睡
車
。
肇
事
之
後
、
前
列
之
八
輛
、
已
開
往
新
車
站
、

即
瀋
陽
站
。
後
列
之
八
輛
、已
開
回
皇
姑
屯
。
其
津
浦
三
號
包
車
、則
停
在
橋
洞
東
首
數
十
丈
遠
之
處
。
車
之
上
部
、為
石
塊
及
枕
木
所
毀
、

後
方
尤
甚
、
門
窓
亦
多
毀
壞
。
車
身
⑥

向
北
傾
斜
、
車
底
板
下
部
毫
未
損
壞
。
後
方
左
輪
、
脱
出
軌
道
之
裏
側
。
此
車
内
有
男
屍
一
具
、
係

于
參
謀
長
之
電
車
夫
。
經
檢
察
官
驗
明
、
係
因
打
傷
後
腦
致
死
。
驗
畢
、
交
屍
親
領
埋
矣
。
第
十
輛
大
包
車
、
係
大
元
帥
・
呉
督
辦
・
儀
我

顧
問
等
所
乗
。
車
身
幾
全
毀
壞
、
僅
剩
前
方
門
及
門
框
、
并
框
側
木
板
而
已
。
後
方
脱
落
一
軸
⑦

二
輪
、
向
右
傾
斜
、
並
有
火
燒
痕
跡
。
此

處
發
見
黒
焦
屍
体
一
具
、
由
其
内
衣
殘
片
中
檢
出
小
皮
包
一
个
、
内
有
京
奉
車
免
票
一
張
、
上
面
記
有
「
山
海
公
司
李
子
亨
」
字
様
。
詢
問

山
海
公
司
人
員
、
則
称
「
確
係
該
公
司
飯
廳
僕
役
」。
經
檢
察
官
驗
訖
、
交
給
該
公
司
人
員
領
埋
矣
。
第
二
一
六
號
飯
車
、
破
壞
最
甚
、
所

有
機
輪
等
件
、
均
已
損
壞
、
炸
後
復
被
火
焚
。
車
之
前
方
北
側
、
有
屍
一
具
、
全
身
燒
焦
、
不
辨
男
女
、
惟
以
其
體
格
痩
小
、
觀
之
似
係
女

屍
。
已
由
檢
察
官
驗
明
、
交
給
警
察
第
六
署
、
備
棺
驗
埋
招
領
矣
。
又
於
其
近
處
檢
出
鑲
有
寶
石
之
金
手
鐲
一
個
、
小
號
保
險
鐵
櫃
一
個
、

均
已
交
路
警
保
管
。
第
二
一
四
號
睡
車
、
前
部
損
壞
較
重
、
全
體
亦
被
火
焚
。
此
車
輛
被
炸
之
大
概
情
形
也
。

三
、
橋
洞
被
炸
情
形

　

該
處
橋
洞
、
上
面
西
首
係
斜
方
鐵
橋
、
橋
用
鉅
形
鐵
板
製
成
。
東
西
兩
方
、
製
有
整
直
鐵
板
之
欄
杆
、
中
間
置
枕
木
、
上
鋪
鐵
軌
。
橋
之

東
首
、
尚
有
副
橋
、
係
以
聯
結
之
兩
個
鐵

製
成
。
其
上
滿
鋪
枕
木
、
以
備
火
車
行
走
⑧

之
用
。
橋
洞
南
北
兩
側
、
均
係
用
大
形
石
塊
堆
砌
、

成

三
處
。
橋
洞
上
下
構
造
、
均
相
彷
彿
。
勘
驗
時
、
北
首
鐵
橋
、
完
全
墜
落
、
其
欄
杆
、
正
壓
在
飯
車
右
側
。
其
副
橋
、
則
墜
落
於
其
南

首
。
副
橋
之
南
端
、
炸
有
大
形
洞
二
處
、
口
徑
均
逾
尺
。
又
中
間
鐵
橋
、
北
首
炸
壞
、
橋
板
有
向
下
方
捲
屈
者
。
副
橋
亦
墜
落
在
地
。
副
橋

之
北
端
、
亦
被
炸
壞
。
橋
洞
北
側
石

上
部
、
墜
落
石
塊
有
一
二
層
不
等
。
南
側
石

上
部
、
石
塊
幾
墜
落
全
高
三
分
之
一
或
四
分
之
一
。

北
側

有
火
燒
焦
痕
、
南
側
石

東
部
有
黄
色
痕
跡
、
似
係
炸
葯
煙
氣
所
燻
。
其
西
部
亦
有
火
燒
焦
痕
。
洞
之
上
部
、
猶
殘
留
湾
曲
之
軌
道
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三
根
。
有
滿
鐵
保
綫
區
工
人
、
正
在
修
理
。
橋
洞
東
首
、
有
電
報
綫
柱
及
電
話
綫
柱
。
所
有
電
綫
、
概
亦
轟
折
、
亦
有
日
人
電
綫
工
夫
、
正

在
修
理
。
至
北
首
橋
洞
下
部
、
京
奉
鐵
路
僅
燒
毀
枕
木
數
根
、
並
無
凹
洞
。
毀
壞
車
輛
移
去
後
、
畧
換
枕
木
、
即
可
開
車
、
恢
復
交
通
矣
。

此
橋
洞
被
炸
之
大
概
情
形
也
。

四
、
装
置
爆
彈
之
處
所

　

此
次
爆
彈
轟
落
鐵
橋
一
架
・
副
橋
兩
架
、
炸
燬
火
車
四
輛
。
南
北
兩
側
石

、
亦
被
轟
壞
。
足
証
葯
性
之
猛
、
用
葯
之
多
、
決
非
手
腕
之

力
所
可
抛
擲
。
必
係
預
先
装
置
臨
時
或
係
使
用
電
流
發
火
器
燃
點
者
。
此
不
過
由
常
識
判
断
而
已
。
至
装
置
之
處
、
約
可
判
定
在
此
橋
洞
南

側
石

上
方
。
蓋
南
側
石

最
上
部
、
業
已
轟
毀
、
殘
留
之
上
部
、
尚
帶
黄
色
。
副
橋
之
南
端
、
炸
毀
最
甚
、
且
有
口
徑
逾
尺
之
鉅
洞
。
中

間
橋
洞
之
副
橋
北
端
、亦
被
炸
毀
。
被
炸
火
車
之
損
壞
、均
係
右
側
較
重
。
依
據
以
上
種
種
理
由
觀
測
、大
致
可
以
断
定
。
即
内
田
領
事
等
、

亦
以
此
説
為
然
、
表
示
觀
察
相
同
。
至
於
爆
葯
係
属
何
種
使
用
、
分
量
若
干
、
如
何
製
法
、
確
係
如
何
使
用
、
非
專
門
家
不
克
檢
定
。
既
經

遴
派
專
門
技
士
前
往
、
實
地
勘
驗
、
不
難
査
明
。
此
査
明
爆
彈
装
置
處
所
之
情
形
也
。

五
、
勘
驗
犯
人

　

以
上
各
處
勘
驗
之
後
、
據
内
田
領
事
言
「
橋
洞
以
南
數
十
丈
之
處
、
設
有
瞭
望
台
。
台
西
沙
地
内
、
有
便
衣
隊
二
人
、
被
守
備
隊
兵
刺
殺
。

請
同
往
勘
驗
」
等
語
。
當
即
偕
同
檢
察
官
等
往
勘
、
行
至
瞭
望
台
下
沙
地
内
、
見
有
二
屍
。
均
係
剃
光
之
頭
皮
、
年
約
三
十
餘
歳
。
胸
背
均

有
刺
刀
貫
通
傷
三
四
處
、
腿
臂
肚
腹
嗎
啡
痕
跡
甚
多
、
體
格
似
非
健
全
。
屍
傍
放
置
新
奉
天
製
革
帽
兩
項
・
儍
鞋
一
双
。
另
有
儍
鞋
一
双
、

放
置
瞭
望
台
傍
。
據
守
備
隊
三
嶋
隊
長
及
憲
兵
分
隊
三
谷
隊
長
言
「
本
月
四
日
午
前
三
時
半
頃
、
有
着
華
服
之
人
三
名
、
走
近
瞭
望
台
、
被

守
備
隊
兵
發
見
、
上
前
盤
問
。
該
三
人
舉
手
、
作
欲
擲
撃
狀
。
守
備
隊
兵
即
以
槍
刺
突
撃
、
該
三
人
向
西
逃
跑
。
行
至
沙
地
、
刺
殺
二
人
、

其
餘
一
人
逃
走
。
迨
經
檢
査
、
各
持
有
俄
國
製
炸
彈
一
個
、
捜
檢
衣
袋
、
査
出
密
信
二
封
。
内
有
不
穩
言
語
、
可
以
認
為
便
衣
隊
。
此
次
爆

彈
案
件
、
或
係
便
衣
隊
所
為
、
亦
未
可
知
」
等
語
。
彼
時
有
一
守

隊
兵
、
持
來
洋
磁
臉
盤
一
個
。
内
装
鋼
鉄
炸
彈
二
枚
、
形
似
茄
子
、
兩



一
三
八

端
畧
尖
、上
端
有
環
、全
体
有
縱
横
綫
、表
面
逞
方
塊
形
、惟
已
見
有
銹
。
又
一
守

隊
兵
、由
衣
袋
内
取
出
信
二
件
。
其
一
信
、面
書
有
「
潤

軒
兄
啓
」
字
様
、餘
一
書
有
「
叙
五
兄
啓
」
字
様
。
另
有
一
信
封
、發
信
人
盖
有
藍
色
戳
記
、文
曰
「
奉
天
南
滿
站
弥
生
町
十
八
番
地
凌
寓
。

電
報
掛
号
〇
四
〇
七
」、
中
華
民
國
十
七
年
五
月
三
十
一
日
緘
寄
。
信
内
有
信
紙
兩
張
、
破
碎
不
全
、
係
宣
紙
紅
格
。
上
部
横
書
「
國
民
革

命
關
東
招
撫
使
用
箋
」、
右
邊
直
書
「
革
命
尚
未
成
功
」、
左
邊
直
書
「
同
志
猶
須
努
力
」。
文
内
有
「
中
日
親
善
革
命
成
功
」
及
其
他
暗
語
。

文
尾
有
「
凌
印
清
啓
」
字
様
。
詢
據
内
田
領
事
言
、「
已
由
日
警
署
派
警
、
前
往
査
拿
」
等
語
。
復
由
檢
察
官
驗
明
傷
痕
填
單
、
二
屍
均
交

警
察
第
六
署
、
驗
埋
招
領
矣
。
此
勘
驗
犯
人
之
大
概
情
形
也
。
勘
驗
各
處
時
拍
有
照
片
十
種
、
理
合
檢
同
照
片
報
告
署
長
、
鑒
核
施
行
。

科
長　

關
庚
澤
・
安
祥　

謹
簽
。
六
月
六
日
。

附
呈
照
片
拾
張
對
照
表
一
紙

冩
真
對
照
表

第
一
、二
一
四
睡
車
西
半
部
南
側
、
由
東
南
向
西
北
照

第
二
、二
一
四
睡
車
西
半
部
北
側
、
由
西
北
向
東
南
照

第
三
、八
十
包
車
上
面
全
景
、
及
移
動
落
下
之
鉄
橋
、
由
陸
橋
上
北
岸
向
南
照

第
四
、八
十
包
車
兩
・
二
一
四
睡
車
兩
間
之
全
景
、
由
陸
橋
上
北
岸
向
下
照

第
五
、
陸
橋
中
段
鉄
板
東
側
北
端
之
炸
痕
向
外
捲
、
及
炸
孔
向
外
凸
全
景
、
由
東
向
西
照

第
六
、
落
下
陸
橋
之
鉄
板
炸
孔
向
外
凸
、
由
南
向
北
方
照

第
七
、三
号
津
浦
包
車
全
景
、
由
南
向
北
方
照
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第
八
、
落
下
陸
橋
鉄
板
、
移
去
八
十
包
車
、
向
東
拉
走
後
之
二
一
四
睡
車
及
寰
景
、
由
東
南
向
西
北
照

第
九
、八
十
包
車
移
去
後
、
修
復
鉄
軌
及
寰
景
、
由
東
南
向
西
北
照
（
換
入
（
燒
糊
處
）
新
枕
木
五
根
）

第
十
、二
一
四
睡
車
移
去
後
、
修
復
鉄
軌
及
寰
景
、
由
東
南
向
西
北
照
（
換
入
新
枕
木
約
六
七
根
）

①
「
等
」
は
後
か
ら
記
入
。

②
「
而
」
は
後
か
ら
記
入
。

③
「
止
」
を
抹
消
し
て
「
只
」
に
訂
正
。

④
「
及
」
を
抹
消
し
て
「
至
」
に
訂
正
。

⑤
「
号
」
は
後
か
ら
記
入
。

⑥
「
車
身
」
は
後
か
ら
記
入
。

⑦
「
輪
」
を
抹
消
し
て
「
軸
」
に
訂
正
。

⑧
「
行
人
來
往
」
を
抹
消
し
て
「
火
車
行
走
」
に
訂
正
。

【
訳
文
】

奉
天
交
渉
署
科
長
関
庚
沢
・
安
祥
よ
り
同
署
署
長
へ
の
張
作
霖
爆
殺
地
点
老
道
口
の
調
査
状
況
報
告
（
一
九
二
八
年
六
月
六
日
）

　

報
告
申
し
上
げ
ま
す
。
本
月
四
日
午
前
八
時
、
本
科
長
ら
は
署
長
よ
り
直
々
に
「
老
道
口
へ
行
き
、
爆
弾
の
炸
裂
に
よ
り
事
変
が
生
じ
た

状
況
を
調
査
せ
よ
」
と
の
指
示
を
受
け
ま
し
た
。
そ
こ
で
直
ち
に
憲
兵
司
令
部
所
長
の
金
慕
韓
、
地
方
検
察
庁
検
察
官
の
陳
国
翰
、
省
会
警



一
四
〇

察
庁
科
員
の
呂
名
実
、
商
埠
警
察
局
科
員
の
于
文
治
、
な
ら
び
に
地
方
検
察
庁
か
ら
派
遣
さ
れ
た
検
験
吏
二
名
と
合
同
で
、
京
奉
・
南
満
洲

両
鉄
道
の
交
差
す
る
地
点
で
あ
る
老
道
口
へ
赴
き
、
詳
細
に
調
査
い
た
し
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
奉
天
駐
在
日
本
総
領
事
①

も
、
内
田
領
事
②

・

八
代
副
領
事
・
折
笠
主
事
ら
を
派
遣
し
て
、現
場
に
到
着
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
後
ま
た
秦
少
将
③

、三
谷
憲
兵
隊
長
④

、三
嶋
守
備
隊
長
⑤

、

お
よ
び
京
奉
鉄
路
の
山
領
技
士
ら
と
も
出
会
い
ま
し
た
。
謹
ん
で
調
査
状
況
を
、
以
下
に
順
を
追
っ
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

一
、
事
前
の
警
備
状
況

　

事
件
発
生
の
地
点
は
、
俗
に
老
道
口
と
称
し
、
京
奉
・
南
満
洲
両
線
の
交
差
地
点
で
あ
り
ま
す
。
南
満
洲
鉄
道
は
陸
橋
の
上
を
通
り
、
京

奉
鉄
道
は
陸
橋
の
下
を
通
っ
て
お
り
ま
す
。
橋
は
三
径
間
か
ら
な
り
、
北
側
の
二
径
間
は
鉄
道
上
に
、
南
側
の
一
径
間
は
皇
姑
屯
に
通
じ
る

幹
線
道
路
上
に
架
か
っ
て
お
り
ま
す
。
爆
弾
が
炸
裂
し
た
場
所
は
、
最
も
北
側
の
径
間
に
あ
た
り
ま
す
。
同
所
の
警
備
は
、
憲
兵
司
令
部
の

高
級
職
員
各
人
の
供
述
に
よ
り
ま
す
と
、
事
前
に
日
本
語
に
通
じ
た
金
慕
韓
所
長
と
日
本
側
憲
兵
分
隊
の
三
谷
隊
長
と
の
間
で
協
議
し
、
陸

橋
の
上
面
は
中
日
双
方
の
憲
兵
の
共
同
で
警
戒
し
、
橋
下
の
一
帯
は
中
国
側
の
憲
兵
お
よ
び
稽
察
⑥

・
警
察
等
に
よ
り
警
戒
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。
三
谷
隊
長
は
当
初
承
諾
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
「
満
鉄
の
橋
上
に
も
し
中
国
の
憲
兵
を
派
遣
し
て
警
戒
に
加
わ
ら
せ

れ
ば
、
日
本
側
の
体
面
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
。
同
所
は
こ
れ
ま
で
日
本
側
守
備
隊
の
巡
回
警
護
に
帰
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
通
り
同
守
備

隊
の
担
任
で
警
備
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
日
本
側
は
完
全
な
る
責
任
を
負
う
こ
と
を
願
っ
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
中
日
双
方
が

連
絡
を
と
っ
て
誤
解
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
日
本
側
の
下
士
官
一
名
・
憲
兵
二
名
を
派
遣
し
て
、
随
時
折
衝
に
あ
た
ら
せ
た
い
」
と

伝
え
て
き
ま
し
た
。
当
日
、
金
所
長
は
日
本
側
憲
兵
分
隊
に
赴
き
、
同
分
隊
が
派
遣
す
る
下
士
官
お
よ
び
憲
兵
ら
と
同
行
さ
せ
る
よ
う
要
求

し
ま
し
た
。
そ
し
て
自
動
車
に
同
乗
し
て
、
ま
さ
に
出
発
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
同
隊
長
は
派
遣
し
た
下
士
官
ら
を
呼
び
戻
し
、
関
東
軍

司
令
部
の
命
令
を
受
け
た
と
し
て
、
橋
上
は
完
全
に
日
本
側
の
警
備
に
帰
し
て
我
が
国
の
憲
兵
が
上
が
っ
て
検
視
す
る
こ
と
を
不
許
可
と

し
、
た
だ
同
分
隊
よ
り
下
士
官
ら
三
名
を
派
遣
し
て
連
絡
に
あ
た
ら
せ
る
と
し
ま
し
た
。
か
く
し
て
、
金
所
長
ら
は
始
め
て
単
独
で
同
所
に
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向
か
い
、
そ
し
て
橋
の
前
後
に
騎
馬
憲
兵
三
十
名
と
隊
長
一
名
を
派
遣
し
て
、
斉
司
令
⑦

に
よ
り
率
い
て
沿
線
を
警
備
に
往
復
さ
せ
た
ほ
か
、

稽
察
官
⑧

数
名
と
、
警
察
な
ど
も
配
置
し
た
と
申
し
ま
し
た
。
な
ら
び
に
金
所
長
が
日
本
語
に
通
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、（
同
所
長
自
身
も
）

ま
た
同
所
に
派
遣
い
た
し
ま
し
た
。
以
上
が
事
前
の
警
備
状
況
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。

二
、
車
両
の
爆
破
状
況

　

大
元
帥
⑨

が
乗
車
し
た
列
車
は
、
合
計
で
二
十
両
編
成
で
あ
り
ま
す
。
爆
破
さ
れ
た
車
両
は
、
機
関
車
よ
り
数
え
て
九
両
目
か
ら
十
二
両

目
の
計
四
両
で
あ
り
ま
す
。
九
両
目
は
津
浦
鉄
道
所
属
の
東
海
三
号
〔
貴
賓
車
〕、
十
両
目
は
八
十
号
大
貴
賓
車
⑩

、
十
一
両
目
は
二
一
六
号

食
堂
車
、
十
二
両
目
は
二
一
四
号
寝
台
車
に
な
り
ま
す
。
事
件
発
生
の
後
、
前
方
の
八
両
は
、
す
で
に
新
駅
す
な
わ
ち
瀋
陽
駅
へ
移
動
し
、

後
方
の
八
両
は
、
す
で
に
皇
姑
屯
駅
へ
戻
さ
れ
ま
し
た
。
津
浦
所
属
の
三
号
貴
賓
車
は
、
陸
橋
の
東
側
数
十
丈
〔
約
百
メ
ー
ト
ル
前
後
〕
の

と
こ
ろ
に
停
車
し
て
お
り
ま
し
た
。
車
体
の
上
部
は
石
塊
及
び
枕
木
に
よ
り
破
壊
さ
れ
、
後
方
が
特
に
ひ
ど
く
、
扉
や
窓
も
多
く
破
壊
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
車
体
は
北
側
に
向
か
っ
て
傾
き
、
底
板
な
ど
下
部
は
全
く
損
壊
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
方
の
左
側
車
輪
は
、
レ
ー
ル

の
内
側
に
脱
線
し
て
お
り
ま
し
た
。
車
内
に
は
男
性
一
名
の
遺
体
が
あ
り
、
于
参
謀
長
⑪

の
運
転
手
で
あ
り
ま
し
た
。
す
で
に
検
察
官
が
検

屍
し
、
後
頭
部
の
打
撲
に
よ
り
死
亡
し
た
も
の
と
判
明
し
ま
し
た
。
検
屍
後
は
、
親
族
に
引
き
渡
し
て
埋
葬
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
十
両
目
の

大
貴
賓
車
は
、
大
元
帥
・
呉
督
辦
⑫

・
儀
我
顧
問
⑬

ら
が
乗
車
し
て
お
り
ま
し
た
。
車
体
は
ほ
と
ん
ど
全
壊
し
、
わ
ず
か
に
前
方
の
出
入
口
部

分
と
そ
の
周
辺
の
木
板
が
残
る
の
み
で
あ
り
ま
し
た
。
後
方
〔
の
台
車
〕
は
一
軸
二
輪
が
脱
落
し
、
右
側
に
傾
く
と
と
も
に
、
炎
上
の
痕
跡

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
は
黒
焦
げ
と
な
っ
た
屍
体
が
一
人
分
発
見
さ
れ
、
か
け
ら
と
な
っ
た
下
着
の
中
か
ら
財
布
一
個
が
見
付
か
り
ま

し
た
。
そ
の
中
に
は
京
奉
鉄
道
の
免
費
乗
車
券
一
枚
が
あ
り
、「
山
海
公
司
李
子
亨
」
の
文
字
が
表
に
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
山
海
公
司
の

人
員
に
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
確
か
に
同
公
司
所
属
の
給
仕
で
あ
る
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
す
で
に
検
察
官
に
よ
り
検
屍
を
終
え
、
埋

葬
す
る
よ
う
同
公
司
の
人
員
に
引
き
渡
し
て
お
り
ま
す
。
第
二
一
六
号
の
食
堂
車
は
、
最
も
破
壊
が
著
し
く
、
機
器
・
車
輪
な
ど
は
い
ず
れ
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も
損
壊
し
、
爆
破
さ
れ
た
後
に
炎
上
し
て
お
り
ま
す
。
車
体
の
前
方
北
側
に
は
、
一
名
分
の
遺
体
が
あ
り
、
全
身
が
焼
け
焦
げ
て
男
女
の
判

別
も
で
き
ま
せ
ん
が
、た
だ
小
柄
な
体
格
で
あ
る
こ
と
か
ら
、女
性
の
遺
体
で
あ
る
よ
う
に
見
ら
れ
ま
す
。
す
で
に
検
察
官
に
よ
り
検
屍
し
、

警
察
第
六
署
に
移
し
て
棺
に
納
め
、
埋
葬
の
引
き
取
り
に
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
近
く
か
ら
は
宝
石
を
ち
り
ば
め
た
金
製
の
腕
輪
一
個

と
、
小
型
金
庫
一
個
も
発
見
さ
れ
、
い
ず
れ
も
鉄
道
警
察
に
引
き
渡
し
て
保
管
し
て
お
り
ま
す
。
第
二
一
四
号
の
寝
台
車
は
、
前
部
の
損
壊

が
比
較
的
激
し
く
、
車
両
の
全
体
も
ま
た
炎
上
し
て
お
り
ま
す
。
以
上
が
車
両
の
爆
破
状
況
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。

三
、
橋
梁
の
爆
破
状
況

　

同
所
の
橋
は
、
上
面
の
西
側
は
プ
レ
ー
ト
ガ
ー
ダ
式
の
鉄
橋
⑭

で
、
橋
桁
は
大
型
の
鉄
板
を
用
い
て
製
造
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
東
西
両
側

は
ま
っ
す
ぐ
な
鉄
板
の
欄
杆
を
設
け
、
中
間
に
枕
木
を
置
い
て
そ
の
上
に
レ
ー
ル
を
敷
設
し
て
い
ま
す
。
橋
の
東
側
に
は
さ
ら
に
副
橋
が
あ

り
、
連
結
さ
れ
た
二
つ
の
鉄
材
⑮

で
製
造
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
上
に
は
枕
木
を
敷
き
詰
め
て
、
列
車
走
行
の
用
に
備
え
て
お
り
ま
す
。

橋
の
南
北
両
側
は
、
い
ず
れ
も
大
形
の
石
塊
を
積
み
上
げ
て
橋
脚
〔
お
よ
び
橋
台
〕
三
基
を
構
築
し
て
お
り
ま
す
⑯

。
橋
の
上
下
構
造
は
、

い
ず
れ
も
同
様
で
あ
り
ま
す
。
調
査
時
に
北
側
の
鉄
橋
は
完
全
に
落
下
し
、
そ
の
欄
杆
は
食
堂
車
の
右
側
を
押
し
潰
し
て
い
ま
し
た
。
副
橋

は
南
側
に
落
下
し
て
お
り
ま
し
た
。
副
橋
の
南
端
に
は
、
爆
発
に
よ
り
大
形
の
穴
が
二
カ
所
に
開
き
、
そ
の
口
径
は
い
ず
れ
も
一
尺
〔
約

三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
〕
を
越
え
て
お
り
ま
し
た
。
ま
た
中
間
部
分
の
鉄
橋
は
、
北
側
が
爆
発
で
壊
れ
、
橋
板
に
は
下
側
に
向
か
っ
て
め
く

れ
上
が
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
副
橋
も
ま
た
地
面
に
落
下
し
て
お
り
ま
し
た
。
副
橋
の
北
端
も
、
ま
た
爆
発
で
壊
れ
て
い
ま
し
た
。

橋
の
北
側
の
〔
橋
台
の
〕
石
積
み
の
上
部
は
、
石
塊
が
一
～
二
段
分
落
下
し
て
お
り
ま
し
た
。
南
側
の
〔
橋
脚
の
〕
石
積
み
の
上
部
は
、
石

塊
が
ほ
と
ん
ど
全
体
の
三
分
の
一
か
ら
四
分
の
一
に
わ
た
っ
て
落
し
て
お
り
ま
し
た
。
北
側
の
石
積
み
に
は
火
で
焼
け
た
焦
痕
が
あ
り
、
南

側
の
石
積
み
に
も
東
側
に
黄
色
く
変
色
し
た
痕
跡
が
あ
っ
て
、
爆
薬
の
煙
で
燻
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
西
側
に
も
、
ま
た
炎
上

に
よ
る
焦
痕
が
あ
り
ま
し
た
。
橋
の
上
部
に
は
、
な
お
湾
曲
し
た
レ
ー
ル
が
三
本
残
留
し
て
お
り
、
満
鉄
の
保
線
区
職
員
が
、
ち
ょ
う
ど
修
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理
に
取
り
か
か
っ
て
お
り
ま
し
た
。
橋
の
東
側
に
は
、
電
報
線
柱
及
び
電
話
線
柱
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
電
線
は
、
ほ
と
ん
ど
が
ま
た
爆

発
で
切
断
さ
れ
、
や
は
り
日
本
人
の
電
線
工
夫
が
、
ち
ょ
う
ど
修
理
に
取
り
か
か
っ
て
お
り
ま
し
た
。
北
側
の
橋
の
下
部
は
、
わ
ず
か
に
京

奉
鉄
道
の
枕
木
数
本
を
焼
損
し
た
の
み
で
、
穴
な
ど
は
開
い
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
破
壊
車
両
を
移
動
し
た
後
は
、
枕
木
を
交
換
す
る
程

度
で
即
ち
に
運
転
再
開
し
て
交
通
の
回
復
が
可
能
で
あ
り
ま
す
。
以
上
が
橋
梁
の
爆
破
状
況
の
概
要
で
あ
り
ま
す
。

四
、
爆
弾
装
着
の
場
所

　

今
回
の
爆
弾
は
鉄
橋
一
基
・
副
橋
二
基
を
落
下
さ
せ
、
汽
車
四
両
を
破
壊
さ
せ
ま
し
た
。
南
北
両
側
の
〔
橋
脚
・
橋
台
の
〕
石
積
み
も
、

ま
た
破
壊
を
被
り
ま
し
た
。
火
薬
の
品
質
の
強
力
さ
と
、
使
用
量
の
多
さ
と
を
証
明
す
る
に
足
る
こ
と
で
あ
り
、
決
し
て
手
腕
の
力
で
投
げ

付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
や
あ
ら
か
じ
め
装
着
し
た
上
で
そ
の
時
に
及
び
、
あ
る
い
は
電
流
発
火
器
を
使
用
し
て
炸
裂
さ

せ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
常
識
で
判
断
し
た
だ
け
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
装
着
の
場
所
に
つ
い
て
は
、お
お
よ
そ
同
橋
の
南
側
の〔
橋

脚
の
〕
石
積
み
の
上
方
と
判
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
け
だ
し
南
側
の
石
積
み
の
最
上
部
は
、
す
で
に
爆
破
さ
れ
、
残
留
し
た
上
部
も
、

黄
色
く
変
色
し
て
お
り
ま
し
た
。
副
橋
の
南
端
は
、
爆
発
に
よ
る
破
壊
が
最
も
甚
し
く
、
か
つ
口
径
が
一
尺
を
越
え
る
大
き
な
穴
が
開
い
て

お
り
ま
し
た
。
中
間
部
分
の
副
橋
の
北
端
も
、
ま
た
破
壊
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
爆
破
さ
れ
た
汽
車
の
損
壊
は
、
い
ず
れ
も
右
側
の
方
が
よ

り
ひ
ど
い
状
態
で
あ
り
ま
し
た
。
以
上
の
数
々
の
理
由
か
ら
観
測
す
れ
ば
、
大
体
断
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
即
ち
内
田
領

事
ら
も
、
ま
た
こ
の
説
を
然
り
と
し
、
見
方
は
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
お
り
ま
し
た
。
爆
薬
は
ど
の
よ
う
な
種
類
の
も
の
を
使
用
し

た
の
か
、
分
量
は
ど
れ
く
ら
い
か
、
ど
の
よ
う
な
製
法
か
、
確
実
に
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
で

な
け
れ
ば
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
ま
す
。
既
に
専
門
技
師
を
選
任
し
て
派
遣
し
て
お
り
、
実
地
に
調
査
す
れ
ば
、
解
明
は
難
し
か
ら

ぬ
こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
以
上
が
爆
弾
装
着
場
所
の
調
査
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。

五
、
犯
人
の
調
査
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以
上
の
各
所
を
調
査
し
た
後
、
内
田
領
事
か
ら
「
橋
の
南
側
数
十
丈
の
所
に
、
展
望
台
⑰

が
設
け
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
西
側
の
砂
地
の

と
こ
ろ
に
便
衣
隊
が
二
人
お
り
、
守
備
隊
兵
に
よ
り
刺
殺
さ
れ
た
。
検
屍
に
立
ち
会
う
よ
う
お
願
い
し
た
い
」
と
の
伝
達
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
検
察
官
ら
と
赴
く
こ
と
と
し
、
展
望
台
下
の
砂
地
ま
で
至
る
と
、
二
人
の
死
体
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
頭
を
剃
り
上
げ
、
年
齢

は
三
十
歳
あ
ま
り
と
見
ら
れ
ま
し
た
。
胸
と
背
に
は
い
ず
れ
も
銃
剣
に
よ
る
貫
通
傷
が
三
四
箇
所
あ
り
、
手
足
や
腹
部
に
は
モ
ル
ヒ
ネ
〔
服

用
〕
の
痕
跡
が
甚
だ
多
く
、
体
格
は
健
全
な
ら
ざ
る
も
の
の
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。
死
体
の
そ
ば
に
は
新
奉
天
製
の
革
帽
二
着
と
「
儍
鞋
」

靴
⑱

一
足
が
放
置
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
「
儍
鞋
」
靴
一
足
が
あ
り
、
展
望
台
の
か
た
わ
ら
に
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
守

備
隊
の
三
嶋
隊
長
及
び
憲
兵
分
隊
の
三
谷
隊
長
の
発
言
に
よ
る
と
、「
本
月
四
日
午
前
三
時
半
頃
、
中
国
服
を
着
た
三
人
が
展
望
台
に
走
り

寄
っ
て
き
て
、
守
備
隊
兵
に
発
見
さ
れ
た
。
進
み
出
て
尋
問
し
よ
う
と
す
る
と
、
三
人
は
手
を
挙
げ
て
、〔
何
か
を
〕
投
げ
付
け
よ
う
と
す

る
仕
草
を
し
た
。
守
備
隊
兵
は
た
だ
ち
に
銃
剣
を
構
え
て
突
進
し
、
三
人
は
西
に
向
か
っ
て
逃
げ
出
し
た
。
砂
地
ま
で
追
っ
て
二
人
を
刺
殺

し
、
残
る
一
人
は
逃
走
し
た
。
検
査
し
た
と
こ
ろ
、
お
の
お
の
ロ
シ
ア
製
の
手
榴
弾
一
個
を
持
ち
、
ポ
ケ
ッ
ト
を
調
べ
る
と
、
密
書
二
通
が

出
て
き
た
。
そ
の
中
に
は
不
穏
な
言
葉
が
あ
り
、
便
衣
隊
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
。
今
回
の
爆
弾
事
件
が
、
あ
る
い
は
便
衣
隊
の
犯
行
で
あ

る
の
か
は
、
ま
だ
知
る
よ
し
も
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
一
人
の
守
備
隊
兵
が
洋
磁
の
洗
面
器
一
個
を
持
っ
て
来
ま
し

た
。
内
側
に
は
鋼
鉄
の
手
榴
弾
二
個
が
仕
掛
け
ら
れ
、
形
は
茄
子
の
よ
う
で
両
端
が
尖
り
、
上
端
に
は
環
が
あ
り
〔
輪
を
は
め
ら
れ
？
〕、

全
体
に
縦
横
の
線
が
走
り
、
表
面
は
四
角
い
塊
の
形
を
呈
し
て
い
ま
し
た
が
、
た
だ
す
で
に
錆
び
付
い
て
お
り
ま
し
た
。
も
う
一
人
の
守
備

隊
兵
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
二
通
の
書
簡
を
取
り
出
し
ま
し
た
。
そ
の
一
通
は
、
表
面
に
「
潤
軒
兄
啓
」
と
書
か
れ
、
も
う
一
通
に
は
「
叙
五

兄
啓
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
う
一
通
の
封
筒
が
あ
り
、
差
出
人
に
よ
り
「
奉
天
南
満
站
弥
生
町
十
八
番
地
凌
寓
。
電
報
掛
号

〇
四
〇
七
」
と
い
う
文
面
の
青
色
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
、
中
華
民
国
十
七
年
五
月
三
十
一
日
に
緘
封
し
て
投
函
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
中
に

は
破
れ
て
不
完
全
な
便
箋
が
二
枚
あ
り
、
赤
い
罫
線
の
宣
紙
の
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
上
部
に
は
「
国
民
革
命
関
東
招
撫
使
用
箋
」
と
横
書
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き
さ
れ
、
右
辺
に
は
「
革
命
尚
未
成
功
」、
左
辺
に
は
「
同
志
猶
須
努
力
」
と
縦
書
き
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
文
中
に
は
「
中
日
親
善
革
命

成
功
」及
び
そ
の
他
の
暗
語
が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
文
末
に
は「
凌
印
清
啓
」と
あ
り
ま
し
た
。
内
田
領
事
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

「
す
で
に
日
本
側
警
察
署
よ
り
警
官
を
派
遣
し
、〔
凌
印
清
の
〕
逮
捕
に
向
か
わ
せ
て
い
る
」
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
検
察
官
に
よ

り
傷
痕
を
確
認
し
て
簿
冊
に
記
入
し
、
二
遺
体
は
い
ず
れ
も
警
察
第
六
署
に
移
し
て
、
埋
葬
の
引
き
取
り
に
備
え
て
い
ま
す
。
以
上
が
犯
人

調
査
の
概
要
状
況
で
あ
り
ま
す
。
各
所
を
調
査
し
た
際
に
写
真
十
点
を
撮
影
し
ま
し
た
の
で
、
写
真
と
あ
わ
せ
て
署
長
に
報
告
す
べ
き
も
の

と
存
じ
ま
す
。
ご
確
認
の
上
で
措
置
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

科
長
関
庚
沢
・
安
祥
謹
呈
。
六
月
六
日
。

付
録　

写
真
十
枚
の
対
照
表
一
枚

写
真
対
照
表

一
枚
目　

二
一
四
号
寝
台
車
の
西
半
部
南
側
、
東
南
よ
り
西
北
に
向
か
っ
て
撮
影

二
枚
目　

二
一
四
号
寝
台
車
の
西
半
部
北
側
、
西
北
よ
り
東
南
に
向
か
っ
て
撮
影

三
枚
目　

八
十
号
貴
賓
車
の
上
面
全
景
、
及
び
動
い
て
落
下
し
た
鉄
橋
、
陸
橋
上
の
北
側
よ
り
南
に
向
か
っ
て
撮
影

四
枚
目　

八
十
号
貴
賓
車
と
二
一
四
号
寝
台
車
と
の
間
の
全
景
、
陸
橋
上
の
北
側
よ
り
下
に
向
け
て
撮
影

五
枚
目�　

陸
橋
中
間
部
分
の
鉄
板
の
東
側
北
端
の
外
側
に
捲
れ
あ
が
っ
た
爆
破
痕
、
及
び
外
側
に
向
か
っ
て
突
き
出
た
爆
破
孔
の
全
景
、

東
よ
り
西
に
向
か
っ
て
撮
影

六
枚
目　

落
下
し
た
陸
橋
の
鉄
板
の
外
側
に
向
か
っ
て
突
き
出
た
爆
破
孔
、
南
よ
り
北
方
に
向
か
っ
て
撮
影



一
四
六

七
枚
目　

三
号
津
浦
貴
賓
車
の
全
景
、
南
よ
り
北
方
に
向
か
っ
て
撮
影

八
枚
目�　

落
下
し
た
陸
橋
の
鉄
板
、
移
動
し
た
八
十
号
貴
賓
車
、
東
側
に
動
か
し
た
後
の
二
一
四
号
寝
台
車
の
情
景
、
東
南
よ
り
西
北
に

向
か
っ
て
撮
影

九
枚
目�　

八
十
号
貴
賓
車
を
移
動
し
た
後
、
線
路
を
修
復
す
る
情
景
、
東
南
よ
り
西
北
に
向
か
っ
て
撮
影
（（
焼
け
焦
げ
た
⑲

箇
所
を
）
新

し
い
枕
木
五
本
と
交
換
）

十
枚
目�　

二
一
四
号
寝
台
車
を
移
動
し
た
後
、
線
路
を
修
復
す
る
情
景
、
東
南
よ
り
西
北
に
向
か
っ
て
撮
影
（
新
し
い
枕
木
約
六
～
七
本

と
交
換
）

①
奉
天
駐
在
の
林
久
治
郎
総
領
事
。

②
在
奉
天
日
本
総
領
事
館
の
内
田
五
郎
領
事
。

③
関
東
軍
奉
天
特
務
機
関
の
秦
真
次
少
将
。

④
関
東
軍
奉
天
憲
兵
分
隊
長
の
三
谷
清
少
佐
。

⑤
関
東
軍
独
立
守
備
隊
第
二
大
隊
長
の
三
島
勝
平
中
佐
。

⑥
軍
人
を
派
遣
し
て
治
安
維
持
活
動
に
当
た
ら
せ
る
こ
と
を
、「
稽
察
」
と
称
す
る
。

⑦
奉
天
憲
兵
司
令
の
斉
恩
銘
。

⑧
前
述
の
「
稽
察
」
任
務
に
従
事
し
た
軍
人
を
、「
稽
察
官
」
と
称
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

⑨
当
時
中
華
民
国
軍
政
府
大
元
帥
の
地
位
に
あ
っ
た
張
作
霖
を
指
す
。

⑩
日
本
側
報
告
書
で
は
「
展
望
車
」
と
し
て
い
る
が
、
原
文
の
「
大
包
車
」
か
ら
こ
の
よ
う
に
訳
し
た
。
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⑪
中
華
民
国
軍
政
府
軍
事
部
次
長
兼
参
謀
署
署
長
の
王
国
翰
。

⑫
黒
龍
江
省
督
辦
の
呉
俊
陞
。

⑬
日
本
人
顧
問
の
儀
我
誠
也
。

⑭
原
文
は
「
斜
方
鉄
橋
」
で
、
意
味
は
不
明
で
あ
る
が
、
実
際
の
構
造
か
ら
こ
う
訳
し
た
。

⑮
原
文
の
「
鉄

」
を
仮
に
こ
う
訳
し
た
。

⑯�

原
文
は
「
成

三
處
」
で
、「

」
に
積
み
上
げ
た
構
築
物
の
意
味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
合
は
橋
脚
と
橋
台
を
指
す
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
同
橋
の
橋
脚
・
橋
台
は
そ
れ
ぞ
れ
二
基
づ
つ
で
数
が
一
致
し
な
い
。
と
り
あ
え
ず
こ
の
よ
う
に
訳
し
た
。

⑰
関
東
軍
独
立
守
備
隊
が
満
鉄
線
路
監
視
の
た
め
に
設
置
し
て
い
た
展
望
台
。

⑱
原
文
の
「
儍
鞋
」
が
ど
の
よ
う
な
種
類
の
靴
か
不
明
な
た
め
、
仮
に
こ
う
訳
し
た
。

⑲
原
文
の
「
燒
糊
」
は
「
燒

」
と
同
義
で
、
焼
け
焦
げ
る
と
い
う
意
味
。

執
筆
後
記

　

本
稿
執
筆
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
二
〇
〇
六
年
の
『
満
洲
帝
国
』
掲
載
イ
ラ
ス
ト
の
考
証
は
、
今
は
亡
き
原
田
勝
正
先
生
か
ら
の
依
頼
で

取
り
組
ん
だ
仕
事
で
あ
る
。
も
と
も
と
張
作
霖
爆
殺
事
件
と
は
研
究
の
上
で
も
無
縁
で
あ
っ
た
筆
者
だ
が
、
中
国
鉄
道
史
を
専
門
と
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
、
大
学
院
生
時
代
か
ら
ご
縁
の
あ
っ
た
原
田
先
生
よ
り
お
話
を
い
た
だ
き
、
主
と
し
て
車
両
の
考
証
を
任
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
た
だ
当
時
の
中
国
側
の
車
両
に
つ
い
て
手
元
に
十
分
な
史
料
が
あ
る
わ
け
で
も
な
く
、
と
に
か
く
一
か
ら
収
集
し
な
け
れ
ば
と
調



一
四
八

査
を
進
め
る
中
で
、
今
回
紹
介
し
た
報
告
書
を
発
見
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
当
初
七
両
編
成
と
考
え
ら
れ
て
い
た
張
作
霖
の
乗
車
列

車
は
機
関
車
を
含
め
て
二
〇
両
編
成
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
張
が
乗
っ
て
い
た
車
両
の
配
置
も
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
イ
ラ
ス

ト
の
描
写
に
成
果
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
う
し
た
新
事
実
の
発
見
に
原
田
先
生
も
非
常
に
関
心
を
持
た
れ
、
当
時
再
び
手
を
つ
け
ら
れ
て
い
た
満
鉄
史
研
究
に
ぜ
ひ
取
り
入
れ
た

い
と
の
こ
と
で
、
史
料
の
コ
ピ
ー
を
お
送
り
し
た
。
そ
し
て
先
生
を
中
心
に
し
た
満
鉄
史
の
研
究
会
に
も
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
り
、
同
年
八

月
に
先
生
の
お
宅
に
集
ま
っ
て
開
か
れ
た
お
そ
ら
く
最
初
の
会
に
参
加
し
た
の
だ
が
、
そ
の
後
先
生
の
健
康
状
態
が
思
わ
し
く
な
く
、
研
究

会
は
そ
れ
き
り
と
な
っ
た
。
そ
の
後
二
〇
〇
七
年
の
十
二
月
に
、先
生
は
二
十
六
年
前
の
著
書
で
あ
る
『
満
鉄
』
の
増
補
版
を
刊
行
さ
れ
た
。

そ
の
中
に
は
張
作
霖
爆
殺
事
件
に
つ
い
て
も
当
然
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
列
車
の
両
数
を
七
両
と
す
る
な
ど
、
な
ぜ
か
そ
の
内
容
は
旧

版
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た＊

＊

。
前
年
に
あ
れ
だ
け
関
心
を
持
た
れ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
新
出
史
料
の
内
容
に
基
づ
い

て
訂
正
を
加
え
な
か
っ
た
の
か
は
、
翌
二
〇
〇
八
年
の
四
月
に
先
生
が
逝
去
さ
れ
た
こ
と
で
、
ご
本
人
の
口
か
ら
は
聞
け
ず
じ
ま
い
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
お
そ
ら
く
は
晩
年
の
病
魔
と
の
戦
い
の
中
で
、
か
な
り
無
理
を
し
て
増
補
版
の
執
筆
に
取
り
組
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

察
す
る
ほ
か
は
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
か
ら
七
年
が
経
過
し
た
今
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
時
の
史
料
を
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
、
原
田
先
生
と
の

関
わ
り
を
述
べ
て
お
く
次
第
で
あ
る
。

　

思
え
ば
日
本
鉄
道
史
を
代
表
す
る
研
究
者
で
あ
る
先
生
は
、
周
辺
ア
ジ
ア
地
域
の
鉄
道
史
に
も
強
い
関
心
を
持
た
れ
、
そ
の
接
点
た
る
満

洲
の
鉄
道
史
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
志
を
何
ら
か
の
形
で
引
き
継
ぐ
こ
と
を
、
周
辺
ア
ジ
ア
地
域
の
側
か
ら
近
代

東
ア
ジ
ア
の
交
通
問
題
を
研
究
す
る
者
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
心
が
け
て
い
き
た
い
。



一
四
九

奉
天
交
渉
署
作
成
張
作
霖
爆
殺
事
件
調
査
報
告
書 

―
―
中
国
側
報
告
書
の
紹
介
と
訳
出
―
―

　

註
*1�
こ
う
し
た
張
作
霖
爆
殺
事
件
を
め
ぐ
る
近
年
の
種
々
の
言
説
に

つ
い
て
は
、
秦
郁
彦
「
張
作
霖
爆
殺
事
件
の
再
考
察
」（『
政
経

研
究
』
第
四
四
巻
第
一
号
、二
〇
〇
七
年
五
月
）、及
び
同
著
『
陰

謀
史
観
』（
新
潮
新
書
四
六
五
、
新
潮
社
、
二
〇
一
二
年
）
の
第

四
章
を
参
照
。

*2�
同
報
告
書
は
、
ま
ず
一
九
七
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
参
謀
本
部
編

『
昭
和
三
年
支
那
事
変
出
兵
史
』
の
復
刻
本
に
解
題
付
録
と
し
て

付
さ
れ
た
稲
葉
正
夫
「
張
作
霖
爆
殺
事
件
」
の
中
に
、「
昭
和
三

年
六
月
四
日
満
鉄
京
奉
交
叉
地
点
列
車
爆
破
事
件
調
査
報
告
」

と
し
て
収
録
さ
れ
た
（
巌
南
堂
書
店
、
七
〇
〜
七
五
頁
）。
そ
の

後
、
一
九
九
〇
年
に
刊
行
さ
れ
た
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書
』

昭
和
期
Ⅰ
第
一
部
第
二
巻
の
中
に
、「
昭
和
三
年
六
月
四
日
満
鉄

京
奉
交
叉
地
点
列
車
爆
破
事
件
報
告
」
と
、
ほ
ぼ
同
一
の
題
名

で
収
録
さ
れ
、
内
容
も
一
致
し
て
い
る
（
外
務
省
、
一
六
三
〜

一
六
六
頁
）。

*3�
さ
し
あ
た
り
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
コ
ミ
ン
テ
ル

ン
犯
行
説
に
立
つ
加
藤
康
男
『
謎
解
き
「
張
作
霖
爆
殺
事
件
」』

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
七
三
四
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
）
の

二
一
三
〜
二
一
九
頁
な
ど
。

*4�
加
藤
前
掲
書
二
二
六
〜
二
三
二
頁
。

*5�
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
な
異
説
に
対
し
て

批
判
的
な
前
掲
秦
「
張
作
霖
爆
殺
事
件
の
再
考
察
」
も
、
や
は

り
内
田
領
事
に
よ
る
報
告
書
に
立
脚
し
て
事
件
現
場
の
状
況
を

分
析
し
て
い
る
（
註
42
、
43
）。

*6�
交
渉
署
は
、
中
華
民
国
時
期
に
各
省
省
都
や
開
港
場
に
設
置
さ

れ
た
機
関
で
、
各
地
方
に
お
け
る
外
交
交
渉
を
担
当
し
た
。
制

度
上
は
、
外
務
省
に
あ
た
る
外
交
部
に
属
す
る
も
の
の
、
地
方

当
局
が
軍
閥
と
し
て
中
央
か
ら
自
立
化
す
る
に
つ
れ
て
、
実
質

的
に
各
軍
閥
に
よ
る
独
自
の
外
交
機
関
と
し
て
の
性
格
を
有
す

る
こ
と
と
な
り
、
当
時
の
奉
天
交
渉
署
も
そ
の
よ
う
な
性
格
の

も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
（
貴
志
俊
彦
ら
編
『
二
〇
世
紀
満
洲

歴
史
事
典
』（
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
）
七
二
〜
七
三
頁
「
交

渉
署
」）。

*7�
同
報
告
書
の
作
成
後
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
日
本
側
と
の
や
り

と
り
に
よ
り
共
同
報
告
書
の
発
表
が
中
止
に
な
る
ま
で
の
過
程

も
含
め
て
、
以
下
の
史
料
を
参
照
。「
奉
天
交
涉
署
為
調
査
張
作

霖
被
炸
現
場
後
対
日
交
渉
情
形
的
報
告
節
略
（
一
九
二
八
年
六

月
十
五
日
）」、
遼
寧
省
檔
案
館
編
『
奉
系
軍
閥
檔
案
史
料
彙
編
』

（
南
京
、
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）
第
七
冊
二
四
二
〜

二
四
三
頁

*8�
『
満
洲
帝
国
―
北
辺
に
消
え
た
“
王
道
楽
土
”
の
全
貌
―
』（
歴

史
群
像
シ
リ
ー
ズ
八
四
、
学
習
研
究
社
、
二
〇
〇
六
年
）
二
八

〜
二
九
頁
掲
載
の
「
現
場
再
現　

張
作
霖
爆
殺
事
件
」
の
解
説

文
を
参
照
。

*9�
原
田
勝
正
『
増
補　

満
鉄
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
七
年
）



一
五
〇

一
一
四
頁
。

〔
付
記
〕
�
史
料
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
、
日
本
大
学
文
理
学
部
の
松

重
充
浩
氏
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
付

記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


